
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

小売業、飲食店を経営される皆様へ 

年末年始における労務管理等についてのお願い 

 年末年始は、人及び物の移動が増える時期であり、多くの事業場において繁忙期となっており

ます。 

この時期は、路面・屋外通路等の凍結や、日照時間が短くなることに伴う視界不良等、年の締

めくくり・新年の行事などによる慌しさ等により、転倒災害が発生しやすく、健康管理もおろそ

かになりがちな時期でもあります。 

また、業務量の増加による長時間労働や、アルバイト等臨時雇用の労働者の労務管理等につい

て業務多忙を理由に基本的な労務管理等がおろそかになりますと、労使間のトラブルにつながり

かねません。 

つきましては、労働者の皆様が、安心、安全な年末年始を迎えていただくためにも、次の各項

目に御留意くださいますよう、お願いします。 

１ 労働契約を締結する際に、労働条件を労働者に書面で交付することにより明示すること。 

 

２ 労働時間を正しく把握し、割増賃金を適正に支払うこと。 

 

３  法定の休憩時間を確保すること。 

 

４ 適正な人員配置、業務の見直し、設備の導入などにより、時間外労働及び休日労働を 

削減するとともに、長時間労働者に対しては医師による面接指導を行うこと。 

 

５  年少者（１８歳未満の労働者）に危険有害業務や酒席に侍する業務に就かせないこと。

また、年少者の労働時間は１日８時間以内、１週４０時間以内とし、深夜業（２２時 

から翌日５時）を行わせないこと。 

 

６ 転倒による４S（整理、整頓、清掃、清潔）活動を推進し、転倒災害を防止すること。 

 

７ 重量物等を取り扱う場合には、台車を使用する、作業姿勢や動作に注意する等により、 

腰痛による労働災害防止に努めること。 
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第三次産業における適正な労務管理等について 

 
時下、益々ご清栄のことと存じます。 
日頃から労働基準行政に格別の御配意を賜り、厚く御礼申し上げます。 
さて、当署管内における労働相談は震災後一時減少したものの、再び増加傾向となり、賃金、労働時

間・休日、解雇等、平成２５年は１万件を超えるペースで推移しており、特に商業、飲食店等第三次産

業の労働者からの相談は高い割合を示しております。 
また、労働災害については、当署管内において平成２５年１１月末日現在、４日以上の休業災害は１，

２３１件と前年同期を下回っている一方で、第三次産業における労働災害は前年同様に増加傾向にあり、

依然として転倒災害が多く発生している状況です。 
さらに、当署管内においては、脳・心臓疾患及び精神疾患に係る労災補償の申請件数についても増加

傾向にあり、長時間労働を起因とした過重労働による健康障害が発生しているなどの問題が認められる

ところです。 
このような状況の下、年末年始の慌ただしい時期を迎えるに当たり、貴職におかれましては、これら

の状況を御理解いただき、同封のパンフレットの、特に下記事項に御留意の上、貴団体の会員事業場に

おける労働条件の履行確保、職場環境の整備が図られますよう、周知方等一層の御配慮をお願いいたし

ます。 
 

記 
１ 労働契約を締結する際に、労働条件を労働者に書面で交付することにより明示すること。 
２ 労働時間を正しく把握し、割増賃金を適正に支払うこと。 
３  法定の休憩時間を確保すること。 
４ 適正な人員配置、業務の見直し、設備の導入などにより、時間外労働及び休日労働を削減するとと

もに、長時間労働者に対しては医師による面接指導を行うこと。 
５ 年少者（１８歳未満の労働者）に危険有害業務や酒席に侍する業務に就かせないこと。また、年少

者の労働時間は１日８時間以内、１週４０時間以内とし、深夜業（２２時から翌日５時）を行わせな

いこと。 
６ ４S（整理、整頓、清掃、清潔）活動を推進し、転倒災害を防止すること。 
７ 重量物等を取り扱う場合には、台車を使用する、作業姿勢や動作に注意する等により、腰痛による

労働災害防止に努めること。 


